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天才アートとは、障碍
のある人やひきこもり
者などの多くがもって
いる優れた感性と表

現力、そこから湧き出る独創的なアート
作品に対して、NPO 法人 障碍者芸術
推進研究機構（天才アート KYOTO）
が独自にネーミングしたものです。当
機構は天才アートを推進し、その啓発・
普及活動を積極的に行っています。
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映
像
や
作
品
映
像
を
上
映
い
た
し
ま
す
。
国
内
や

海
外
か
ら
の
お
客
さ
ま
に
当
機
構
所
属
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
作
品
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
、
反

響
が
あ
る
か
楽
し
み
で
す
。

会
期　
２
０
２
５
年
７
月
２
日
（
水
）
～
７
月
６

日
（
日
）
※
最
終
日
は
12
時
ま
で

会
場　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
メ
ッ
セ「
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
」会
場

主
催　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

協
力　
（
一
社
）
夢
洲
新
産
業
・
都
市
創
造
機
構

助
成　
（
株
）
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
・（
一
財
）
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ａ
財
団
・（
公

財
）
京
都
新
聞
社
会
福
祉
事
業
団

予　　告

展 覧 会

報　　告

展 覧 会

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
大
阪
・
関
西
万

博
の
期
間
に
合
わ
せ
、
関
西
圏
を
中
心
と
し
た
全

国
の
美
術
館
・
博
物
館
や
教
育
機
関
・
企
業
等
と

連
携
し
て
開
催
さ
れ
る
「
第
３
回
日
本
国
際
芸
術

祭
」
に
参
加
し
、Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
メ
ッ
セ「
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
」

会
場
に
て
「
天
才
ア
ー
ト
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
展
」
を
開
催

し
ま
す
。

会
期
は
、
７
月
２
日
（
水
）
か
ら
６
日
（
日
）

の
５
日
間
で
、
３
日
は
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー

で
あ
る
「
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
は
大
屋
根
リ
ン
グ
の
西
外
側
、
西
ゲ
ー
ト
近

く
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
メ
ッ
セ「
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
」会
場
で
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
所
属
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
中

か
ら
選
抜
し
た
大
場
多
知
子
・
木
下
ア
ラ
ン
海
・

足
立
茉
莉
・
石
原
寛
子
・
三
津
田
一
輝
ほ
か
の
原

画
作
品
に
加
え
、
全
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
パ

ネ
ル
出
展
し
ま
す
。

ま
た
、
普
段
は
ご
覧
い
た
だ
け
な
い
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
ア
ト
リ
エ
で
制
作
に
励
む
姿
を
と
ら
え
た

〝
防
災
〟が
テ
ー
マ
の「
ふ
ろ
し
き

SD
G

s LIFE 2025

」に
参
加

５
月
16
日
（
金
）
〜
18
日
（
日
）、
京
都
文
化

博
物
館
別
館
で
開
催
さ
れ
た
山
田
繊
維
株
式
会
社

の
「
ふ
ろ
し
きSD

G
sLIFE 2025

」
に
実
行
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
防
災
」。
い
ざ
と

い
う
と
き
の
た
め
に
、
自
分
の
手
で
結
ぶ
、
運
ぶ
、

守
る
知
恵
を
身
に
つ
け
よ
う
！
と
、
海
外
の
お
客

さ
ま
も
含
め
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

配布用パンフレットに掲載された「天才アートEXPO展」の内容

タ
ッ
セ
ル
ホ
テ
ル
三
条
白
川
に
て

企
画
展・青
空
美
術
館
19
号
ス
タ
ー
ト

３
月
12
日
（
水
）
〜
４
月
３
日
（
木
）
ま
で
、

三
条
通
白
川
橋
た
も
と
に
あ
る
タ
ッ
セ
ル
ホ
テ
ル

三
条
白
川
に
て
企
画
展
「
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ・生
の
芸
術--

生
き
る--

」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

作
品
は
、
ホ
テ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
の
壁
面
や
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
に
展
示
さ
れ
、
国
内
外
の
宿
泊
客
に
加
え

て
一
般
の
方
も
閲
覧
自
由
と
あ
っ
て
、
千
人
弱
の

来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
期
間
中
グ
ッ
ズ
販
売
を

実
施
し
、
同
ホ
テ
ル
か
ら
売
上
全
額
を
寄
付
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
テ
ル
西
側
植
栽
エ
リ
ア
に
青
空
美
術

館
19
号
を
併
設
。
今
後
１
年
ご
と
に
ア
ー
ト
パ
ネ

ル
を
入
れ
替
え
て
い
く
予
定
で
す
。

ホテルラウンジの展示風景

ホテル西側植栽エリアに設置された青空美術館19号

大
阪
・
関
西
万
博 

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
メ
ッ
セ「
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
」会
場
に
て

「
天
才
ア
ー
ト
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
展
」
を
開
催

配
布
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
表
紙

実行委員会メンバーの紹介展示



T E N S A I  A R T

3

●
株
式
会
社
増
田
医
科
器
械
に
新
規
採
用

医
療
機
器
や
理
化
学
機
器
の
総
合
デ
ィ
ー
ラ
ー

で
あ
る
株
式
会
社
増
田
医
科
器
械
は
、
昨
年
12
月

に
高
槻
市
に
大
阪
支
店
を
移
転
・
新
築
さ
れ
、
本

年
１
月
よ
り
オ
フ
ィ
ス
内
に
複
製
画
３
点
を
レ
ン

タ
ル
採
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
社
と
は
、広
報
誌「
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｄ
Ａ
ナ
ウ
」の

創
刊
以
来
、
表
紙
に
作
品
の
ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー
タ

を
採
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
ご
縁
が
あ

り
ま
す
。
今
回
レ
ン
タ
ル
さ
れ
た
の
は
、
創
刊
号・

京
セ
ラ（
株
）本
社
カ
フ
ェ
に

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
２
点
が
揃
う

５
月
22
日
（
木
）、
京
セ
ラ
株
式
会
社
本
社
カ

フ
ェ
に
展
示
し
て
い
る
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
２
点
の
原

画
を
制
作
し
た
登
録
作
家
の
ゆ
う
だ
い
さ
ん
が
、

京
セ
ラ
か
ら
見
学
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
新

た
に
加
わ
っ
た
の
は
、
京
セ
ラ
か
ら
の
依
頼
を
受

け
て
ゆ
う
だ
い
さ
ん
が
制
作
し
た
作
品
で
、
日
本

代
表
で
パ
リ
五
輪
に
も
出
場
し
た
ミ
ッ
ド
フ
ィ
ル

ダ
ー
の
「
京
都
サ
ン
ガF.C.

川
﨑
颯
太
選
手
」。

川
﨑
颯
太
選
手
も
大
変
作
品
を
気
に
入
っ
て

い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。
昨
年
５
月
に
完
成
し
た

「
き
ょ
う
と
ふ
か
め
お
か
し
サ
ン
ガ
ス
タ
ジ
ア
ム
」

の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
と
と
も
に
、
２
点
が
揃
っ
て
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

社
員
の
皆
さ
ん
も
仕
事
や
休
憩
時
間
に
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
を
眺
め
な
が
ら
、
京
都
サ
ン
ガ
へ
の
応
援

の
気
持
ち
を
高
め
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

タペストリーを前に写真に収まるゆうだいさん（中央）と担当の皆さん

レポート

トピックス

５
号
・
９
号
の
表
紙
採
用
３
作
品
で
す
。
作
品
展

示
を
発
案
さ
れ
た
大
原
健
志
支
店
長
は
、「
１
枚

の
絵
が
飾
っ
て
あ
る
だ
け
で
、
部
屋
の
雰
囲
気
が

と
て
も
お
し
ゃ
れ
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
複
製

画
を
レ
ン
タ
ル
す
る
こ
と
で
、
障
碍
者
の
支
援
に

も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

●
株
式
会
社
村
田
製
作
所
の
作
品
入
れ
替
え

２
０
２
３
年
１
月
か

ら
作
品
２
点
を
レ
ン
タ

ル
展
示
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
株
式
会
社
村
田

製
作
所
の
原
画
作
品
を

本
年
３
月
に
入
れ
替
え

を
実
施
し
ま
し
た
。
な

お
、
ロ
ビ
ー
の
同
じ
ス

ペ
ー
ス
に
は
同
社
か
ら

の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
作
品

で
あ
る
「
洛
中
洛
外
電

子
図
」
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
株
式
会
社
堀
場
製
作
所
の
作
品
入
れ
替
え

２
０
２
４
年
３
月
か

ら
作
品
５
点
を
レ
ン
タ

ル
展
示
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
株
式
会
社
堀
場

製
作
所
で
は
、
本
年
５

月
に
原
画
作
品
の
入
れ

替
え
を
実
施
し
ま
し
た
。

作
品
は
応
接
室
な
ど
に

展
示
さ
れ
、
お
客
さ
ま

か
ら
も
喜
ば
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。

複
製
画
や
原
画
レ
ン
タ
ル
の

新
規
契
約
や
定
期
作
品
入
れ
替
え休憩室に展示された複製画作品

村田製作所の入れ替えた作品2点と「洛中洛外電子図」（右）堀場製作所の応接室などに入れ替えた作品
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TENSA I
ART
NOTE

天 才
アート
ノート

三津田 一輝

三津田 一輝　Mitsuda Kazuki　1993 年生
三津田は図鑑や画集などからモチーフを選び出して描きますが、彼
の手にかかるとそのどれもが生き生きと奔放に、そして時にユーモラ
スにデフォルメされることが大きな特徴です。この「風神雷神図」も
俵屋宗達、尾形光琳といった琳派の絵師では想像もつかない独自の
解釈が施されています。三津田の作品が、多くの観る者を惹きつけ
てやまないのは、描かれたモチーフの一つ一つが、鮮やかな色彩や
独特のフォルムを通じて生命を宿すからかもしれません。

『無題』　画用紙・クレパス、H790×W1.094mm、2023年制作

『無題』　画用紙・クレパス、H393×W546mm、2023年制作

『風神雷神図』　色画用紙・クレパス、H390×W545mm、2013年制作

木下アラン海

木下アラン海　Kinoshita Aran Rei　2002 年生
木下は、クレパスを画用紙に擦り込むように全身を使って描きます。時
には床に大きな画用紙を広げて、ひたすらに描くこともあります。彼が
作品の制作に取り掛かると、1 箱分のクレパスが無くなるまで猛烈な
勢いで描き続けます。
全身の力を込めて描き出されたものは、ところどころにクレパスの破片
がこびり付き、あたかも彼自身の「生命」すらも擦り込んでいるかのよ
うな強烈な色彩とエネルギーを放ちます。
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足立 茉莉

足立 茉莉　Adachi Mari　2000年生
足立のドローイングは鮮やかな色彩で、渦巻きは
多重に重なった「花丸マーク」や「花火」のように
も、あるいは「花」のようにも見えます。10代まで
はタイル様に絵の具で配色するように描いていました
が、2013年よりペンで渦巻き状に描く作風に変化し、
その後渦巻きが１つから２つ、3つと10個までに増え、
最近は鮮やかなタイル様に色塗られた背景の上に描く
こともあります。
鑑賞者がどのような解釈をする場合でも、おのずとダ
イナミックに描く足立の身体性が浮かび上がります。

『蓮と翡翠』　キャンバス・アクリル絵の具、H803×W1.167mm、2022年制作

『蝶』　キャンバス・アクリル絵の具、H910×W727mm、2024年制作

大場 多知子

大場 多知子　Oba Tachiko　1977年生まれ
大場は、日常生活の中で見つけた「面白い、美しい、印象に残った」
と感じたことを、例えば植物、動物などをモチーフに画面に散りばめ
るように描き上げます。どの作品も緻密で写実的ですが、その画中に
はモチーフだけでなく昆虫や小びとが紛れていたり、ユーモラスなポー
ズをしているなど、彼女のちょっとした仕掛けやいたずら心が隠されて
いて、作品にストーリー性を生み出し、観る者の心をくすぐります。

『無題20230723-②』画用紙・カラーペン、
H270×W383mm、2023年制作

『無題20231111-⑤』画用紙・カラーペン、
H383×W543mm、2023年制作
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彰
洋
が
、
天
才

ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

に
お
世
話
に
な
り

は
じ
め
、
５
年
以
上

た
っ
た
で
し
ょ
う

か
。
今
22
才
、
織
り

に
関
わ
る
作
業
を
習

得
中
で
す
。
月
２
回

の
東
山
ア
ト
リ
エ
通

い
が
す
っ
か
り
定
着
し
楽
し
み
に
通
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
寄
稿
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

彼
と
の
22
年
を
、
振
り
返
り
ま
す
。

●
明
る
く
育
っ
た
幼
少
期

第
一
子
と
し
て
誕
生
。
当
初
謎
に
気
難
し
く
、

生
活
習
慣
が
身
に
付
き
に
く
い
、
育
て
に
く
さ
を

感
じ
る
子
ど
も
で
し
た
。
１
日
二
人
で
外
を
走
り

回
っ
て
ば
か
り
。
砂
場
や
遊
具
、
親
子
の
集
ま
り

で
遊
ぶ
こ
と
は
な
く
、
帰
宅
す
る
の
も
一
苦
労
で

し
た
。
言
葉
が
出
れ
ば
、
と
待
っ
て
い
ま
し
た
が
、

知
的
な
遅
れ
の
あ
る
自
閉
症
と
診
断
さ
れ
た
の
が
、

３
歳
前
。

そ
の
後
は
適
切
な
療
育
の
お
か
げ
で
謎
が
徐
々

に
解
け
、
親
子
関
係
は
安
定
。
幼
稚
園
年
長
時
に

兵
庫
か
ら
京
都
に
転
居
、
小
学
校
は
育
成
学
級
に

入
り
ま
し
た
。
歴
代
の
先
生
方
は
楽
観
的
で
、
目

の
前
の
子
ど
も
を
よ
く
み
て
、
暖
か
く
ご
指
導
く

だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
、
彼
は
の
び
の
び
と
明
る
い

人
に
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。

●
絵
と
折
り
紙
か
ら
数
学
・
パ
ソ
コ
ン
へ

絵
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
ず
っ
と
よ
く
描
い
て
い
ま

し
た
。
最
初
に
描
い
た
の
は
ロ
ー
ソ
ク
、
そ
の
後

ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
、
換
気
扇
、
側
溝
、
と

続
き
ま
し
た
。
同
じ
テ
ー
マ
を
流は

や行
り
の
よ
う
に

集
中
的
に
描
き
、
次
の
テ
ー
マ
に
移
る
と
い
う
繰

り
返
し
。
メ
ロ
ン
パ
ン
ナ
が
気
に
入
っ
て
黄
色
ク

レ
ヨ
ン
が
よ
く
減
り
ま
し
た
。
換
気
扇
は
粘
土
で

も
作
り
、
側
溝
の
連
な
り
は
大
き
な
模
造
紙
に
描

き
ま
し
た
。
折
り
紙
が
得
意
で
、
鶴
に
始
ま
り
、

多
面
体
を
紙
を
合
わ
せ
て
作
っ
た
り
、
工
程
の
多

い
蟹か
に

を
折
っ
て
、
周
り
を
び
っ
く
り
さ
せ
ま
し

た
。
果
物
、野
菜
、体
の
中
や
宇
宙
も
描
き
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
は
色
彩
豊
か
で
、
見
て
い
て
楽
し
い
も

の
で
し
た
。

中
学
か
ら
は
文
字
や
数
字
に
関
心
が
移
り
、
な

か
で
も
四
則
演
算
か
ら
円
周
率
、
デ
ジ
ベ
ル
や
バ

イ
ト
な
ど
の
単
位
、
巨
大
数
、
年
号
、
画
素
数
な

ど
が
テ
ー
マ
に
。
白
の
紙
に
鉛
筆
書
き
に
な
り
ま

し
た
。
興
味
あ
る
分
野
は
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
情
報
を
仕
入
れ
、

知
識
量
が
と
て
も
増
え
ま
し

た
。高

等
部
に
進
学
し
て
か

ら
は
、
自
立
に
向
け
た
取
り

組
み
に
重
点
を
お
き
、
成
長

と
苦
手
克
服
を
目
指
す
日
々
。

顔
を
見
て
話
す
な
ど
特
性
上

苦
手
な
課
題
も
あ
り
ま
し
た

が
、
彼
な
り
に
頑
張
り
ま
し

た
。
注
意
さ
れ
る
と
暗
く
落

ち
込
み
ま
す
が
、
長
い
時
間

で
は
な
か
っ
た
の
は
、
好
き
な
も
の
が
家
に
あ
っ

た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
一
方
パ
ソ
コ
ン
を
さ
わ
る

時
間
が
増
え
、
ど
う
や
っ
て
離
れ
さ
せ
る
か
で
悩

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
数
字
が
生
み
出
す
ア
ー
ト
な
世
界

天
才
ア
ー
ト
と
ご
縁
が
で
き
た
き
っ
か
け
は
、

落
書
き
で
し
た
。
鳴
滝
総
合
支
援
学
校
高
等
部
２

年
だ
っ
た
２
０
１
９
年
秋
に
一
人
で
訪
れ
た
、
呉

竹
総
合
支
援
学
校
の
学
校
祭
。
落
書
き
コ
ー
ナ
ー

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
片
手
に
、
数
字
を
描
き
な
ぐ
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。
面
接
に
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

「
描
く
こ
と
は
生
き
る
こ
と
」

ご家族さま
より寄稿

側溝（上）、多面体折り紙と粘土作品（中）、
果物シリーズ（下）

き
れ
い
に
作
っ
た
作
品
で
は
な
く
、
普
段
の
生
活

で
自
由
に
描
い
た
落
書
き
の
よ
う
な
も
の
が
大
事

で
、
そ
れ
を
見
た
い
と
の
お
話
。
こ
れ
ま
で
家
で

好
き
に
描
い
て
き
た
、
あ
れ
が
ア
ー
ト
だ
っ
た
の

か
と
、
目
か
ら
鱗う
ろ
こで

し
た
。
こ
う
し
て
作
家
と
し

て
、
年
一
回
の
作
品
展
、
２
０
２
２
年
に
は
「
細

部
に
宿
る
」
に
出
展
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
家
族
皆

喜
び
ま
し
た
。
な
に
よ
り
、
卒
業
後
も
余
暇
が
過

ご
せ
る
場
が
で
き
た
こ
と
に
安
堵
し
ま
し
た
。

数
字
を
題
材
に
す
る
の
は
明
快
な
せ
い
で
し
ょ

う
か
。
あ
り
得
な
い
世
界
、
想
像
し
に
く
い
世
界

も
数
字
な
ら
簡
単
に
表
せ
ら
れ
、
数
字
を
語
る
彼

は
本
当
に
愉
快
な
様
子
で
す
。
ネ
タ
は
全
く
つ
き

な
い
よ
う
で
す
。
白
コ
ピ
ー
に
鉛
筆
書
き
の
落
書

き
は
、
当
た
り
前
で
、
大お
お
げ
さ

袈
裟
で
す
が
、
彼
に
と
っ

て
生
き
る
活
動
そ
の
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
人

生
、
思
う
よ
う
に
な
ら
ず
大
変
な
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
好
き
な
描
く
活
動
で
、
自
信
を
持
っ

て
生
き
て
ほ
し
い
で
す
。
天
才
ア
ー
ト
は
、
貴
重

な
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
場
。
ご
縁
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

数学作品（上）と「細部に宿る」展会場での佐野彰洋さん（下）

数学作品

佐
野 

満
智
子
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前
理
事
　
浅あ
さ
の野 

理り
　り々こ

の
た
び
、
６

月
末
日
で
理
事
を
退

任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
１
期
２
年

間
の
ご
支
援
ご
協
力

に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
私
は
支
援
学
校
教
員
や
市
教
委
主
事
と

し
て
障
害
児
教
育
に
長
ら
く
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
２
年
全
く
新
し
い
世
界
に
入
り
、
学
ぶ
こ
と

も
多
く
、
幸
せ
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
作
品
が

制
作
さ
れ
る
過
程
、
さ
ら
に
展
示
さ
れ
る
ま
で
の

過
程
に
間
近
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
作
品
そ
れ

ぞ
れ
が
、
一
層
そ
の
輝
き
を
増
し
、
人
々
の
心
に

訴
え
る
も
の
に
な
る
一
部
始
終
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

当
機
構
は
多
く
の
企
業
や
団
体
の
ご
支
援
で
運

営
費
が
賄
わ
れ
、
制
作
お
よ
び
発
表
の
環
境
が
充

実
し
て
い
ま
す
。
今
夏
、
天
才
ア
ー
ト
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

展
も
予
定
さ
れ
、
今
後
一
層
全
国
や
世
界
へ
の
扉

が
開
か
れ
、
知
名
度
が
上
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
実
情
は
専
従
職
員
１
名
と
非
常
勤
ス

タ
ッ
フ
が
、
経
理
に
関
わ
る
こ
と
、
広
報
に
関
わ

る
こ
と
を
含
め
、
作
品
制
作
と
展
示
に
関
わ
る
全

て
の
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。
組
織
が
刷
新
さ
れ

た
今
、
皆
さ
ま
に
は
今
後
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
す
る
ば
か
り
で
す
。

末
筆
な
が
ら
、
作
家
・
ご
家
族
さ
ま
の
ご
健
勝

と
当
機
構
の
益
々
の
活
動
の
充
実
を
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

理
事　

野の

だ田 

大だ
い
す
け輔

こ
の
春
、
天
才

ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

の
理
事
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
野
田
大
輔

と
申
し
ま
す
。
現
在

は
広
告
・
出
版
関
連

の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
企
業
や
自
治
体
の
広

報
物
、
雑
誌
な
ど
の
企
画
・
編
集
な
ど
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
通
じ
て
、

30
年
来
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
角
谷
理
事
長
か
ら

お
声
が
け
い
た
だ
き
、
迷
う
こ
と
な
く
お
引
き
受

け
し
ま
し
た
。
昨
年
末
、
と
も
に
東
京
へ
取
材
に

出
か
け
た
帰
り
の
新
幹
線
で
「
作
品
の
収
蔵
や
発

信
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
伺
い
、
自
分
に
も
お
手

伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
と
感
じ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
し
て
〝
き
た
ア
ト
リ
エ
〟

を
お
伺
い
し
た
と
き
、
そ
れ
は
確
信
に
変
わ
り
ま

し
た
。

障
が
い
の
あ
る
方
々
が
自
由
な
表
現
を
通
じ

て
社
会
と
つ
な
が
り
、
個
性
を
力
に
変
え
て
い

く—
—

そ
ん
な
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
理
念

に
は
、
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
仕
事
に
携
わ
る
私
自
身

も
深
く
共
感
し
て
い
ま
す
。
活
動
の
全
容
把
握
は

こ
れ
か
ら
で
す
が
、
今
年
の
７
月
に
は
大
阪
・
関

西
万
博
へ
の
出
展
と
い
う
大
き
な
挑
戦
も
控
え
て

い
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
皆
さ
ん
の
作
品
が
よ

り
多
く
の
方
に
届
く
よ
う
、
広
報
・
Ｐ
Ｒ
や
企
画

提
案
な
ど
で
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理
事
　
多た

だ田
　
薫か
お
る

今
年
度
よ
り
天
才

ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

の
啓
発
・
普
及
活
動

に
関
わ
ら
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
、
京
都
市
教

育
委
員
会
総
合
育
成
支
援
課
の
多
田
薫
と
申
し

ま
す
。　
　

私
は
長
ら
く
総
合
支
援
学
校
高
等
部
職
業
学
科

の
教
員
と
し
て
勤
務
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
の
願
い
の
一
つ
で
あ
る
「
卒
業
後
に
障
害
者

雇
用
枠
を
活
用
し
企
業
就
労
す
る
」
の
実
現
に
向

け
て
生
徒
た
ち
と
共
に
学
び
を
進
め
て
参
り
ま
し

た
。
こ
の
２
年
間
は
総
合
育
成
支
援
課
に
籍
を
置

き
、
障
害
や
困
り
の
あ
る
生
徒
や
学
校
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
や
園
で
校
務

支
援
員
と
し
て
働
く
障
害
の
あ
る
方
々
の
職
業
相

談
業
務
等
に
も
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

毎
年
、
天
才
ア
ー
ト
展
等
で
出
会
う
圧
倒
的
な

デ
ザ
イ
ン
力
や
色
彩
の
渦
、
そ
し
て
卒
業
生
の
作

品
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
ア
ー
ト
に
関
す

る
専
門
的
な
知
識
や
セ
ン
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
こ
の
ご
縁
を
大
切
に
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
に
つ
な
が
る
皆
さ
ま
方
か
ら
新
し
い
世
界
を
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ア
ト
リ
エ
で
作
品
に
対
峙
す
る
作
家
さ
ん
の
真

剣
な
眼
差
し
と
空
気
に
接
す
る
幸
せ
を
今
、
感
じ

て
い
ま
す
。

    
退
任
理
事
か
ら
の
ご
挨
拶

    

新
任
理
事
か
ら
の
ご
挨
拶

理
事
　
伊い
と
う東 

宣の
ぶ
あ
き明

こ
の
た
び
、
天
才

ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

の
理
事
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
伊
東
宣
明

で
す
。

以
前
は
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
運
営
や
展
覧
会

の
企
画
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
再
び
こ
の

場
に
関
わ
る
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
を
、
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
私
に
と
っ
て
「
人
間
の
創
造
性
」
と

真し
ん
し摯
に
向
き
合
う
場
で
し
た
。
人
と
社
会
、
そ
し

て
表
現
と
の
関
係
を
深
く
考
え
る
時
間
は
、
私
自

身
の
創
作
活
動
や
教
育
実
践
に
多
く
の
示
唆
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
現
代
美
術
作
家
と
し
て
の
創
作
活
動

に
力
を
注
ぐ
一
方
、
名
古
屋
文
理
大
学
に
て
ア
ー

ト
、
映
像
、
デ
ザ
イ
ン
分
野
の
教
育
を
通
じ
て
次

世
代
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
展
覧
会
企

画
者
と
し
て
、
滋
賀
の
福
祉
の
現
場
か
ら
生
ま
れ

た
作
品
の
展
示
に
も
携
わ
り
、
表
現
の
現
場
と
教

育
の
場
、
双
方
か
ら
作
品
が
持
つ
力
と
そ
の
伝
え

方
に
つ
い
て
模
索
す
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

理
事
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
培
っ
た

知
見
を
活
か
し
な
が
ら
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
の
活
動
が
よ
り
一
層
社
会
に
開
か
れ
、
創
作
の

現
場
が
さ
ら
に
豊
か
に
な
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
撮
影
：
吉
次
史
成
）
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吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

石
原
の
作
品
を
前
に
し
た
時
、多
く
の
人
の
目
に
は
た
だ
の

「
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
を
丸
め
た
だ
け
」
の
集
合
体
の
よ
う
に
映

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
制
作
過
程
を
知
る
と

大
き
く
印
象
が
変
わ
り
ま
す
。
彼
女
は
自
分
自
身
の
手
の
平

か
ら
上
腕
部
に
テ
ー
プ
を
貼
付
け
、
そ
れ
を
丸
め
て
、
次
々

と
合
体
さ
せ
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
の
所
作
を
１
年
に
も
わ
た
っ
て

続
け
ま
す
。
色
が
つ
い
て
い
る
箇
所
は
、
紙
に
ク
レ
パ
ス
を
塗

り
付
け
た
後
、
そ
こ
に
指
を
こ
す
り
つ
け
て
彩
色
し
、
テ
ー

プ
に
色
を
転
写
し
ま
す
。
彼
女
は
、
テ
ー
プ
を
引
っ
張
る
と

き
の
音
、
そ
の

テ
ー
プ
を
腕
に

貼
付
け
そ
こ
で

丸
め
て
ゆ
く
感

触
、
そ
の
「
行

為
を
楽
し
ん
で

い
る
」
の
で
す
。

作
品
は
そ
う
し

た
所
作
の
集
合

体
で
あ
り
結
晶

と
も
い
え
ま
す
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

〈
編
集
後
記
〉

大
阪
・
関
西
万
博
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
る
「
第
３

回
日
本
国
際
芸
術
祭
」
に
参
加
し
て
、
初
め
て
海
外
を
含
め

た
来
場
者
を
対
象
に
「
天
才
ア
ー
ト
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
展
」
を
実
施

し
ま
す
。
期
間
は
５
日
間
と
短
い
で
す
が
、
海
外
の
お
客
さ

ま
に
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
る
か
、
今
か
ら
楽
し
み
で

す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
貴
重
な
場
を
提
供
し
て
い
た

だ
い
た
（
一
社
）
夢
洲
新
産
業
・
都
市
創
造
機
構
に
心
か
ら

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
今
後
も
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

に
触
れ
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
積
極
的
に
増
や
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会報「天才アート」は、株式会社 SCREEN グラフィックソリューションズが提供する
ヒラギノフォントを使用しています。

art apace co-jin

（
き
ょ
う
と
障
害

者
文
化
芸
術
推
進
機
構
）
の
施
設
見
学
会

５
月
10
日
（
土
）、
東
山
ア
ト
リ
エ
の
休
日
制

作
会
に
お
い
てart space co-jin

で
開
催
中
の

「Catcy Catch

」
展
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
天

才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
施
設
見
学
会
」
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
７
人
の
参
加
者
と
２
人
の

ス
タ
ッ
フ
が
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
当
機
構
の

説
明
を
聴
き
な
が
ら
熱
心
に
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

同
機
構
と
は
、
今
後
も
協
力
し
合
い
な
が
ら
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

石原 寛子  『増殖』　セロハンテープ・クレパス、
サイズ可変、2024 年制作

（
株
）レ
ン
ト
さ
ま
の
40
周
年
を

記
念
し
、
作
品
を
制
作

こ
の
た
び
、（
株
）レ
ン
ト
か
ら
設
立
40
周
年
を

記
念
し
た
作
品
制
作
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
納
品

し
ま
し
た
。
同
社
は
、
建
設
機
器
や
絵
画
の
レ
ン

タ
ル
事
業
を
展
開
さ
れ
、
当
機
構
か
ら
多
く
の
複

製
画
を
購
入
い
た
だ
く
な
ど
、
全
社
を
あ
げ
て
障

碍
者
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

制
作
を
依
頼
さ
れ
た
の
は
大
場
多
知
子
さ
ん
で
、

作
品
に
は
富
士
山
や
茶
畑
、
駿
河
湾
な
ど
本
社
の

あ
る
静
岡
を
象
徴
す
る
景
色
に
、
レ
ン
タ
ル
さ
れ

て
い
る
建
設
機
器
や
社
屋
・
社
旗
、
さ
ら
に
達
磨

や
大
漁
旗
を
掲
げ
た
祝
い
船
・
鯛
、
風
神
雷
神
図

な
ど
め
で
た
い
題
材
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

５
月
13
日（
火
）に
静
岡
市
の
同
社
本
社
で
開

催
さ
れ
た
作
品
贈
呈
式
に
招
待
さ
れ
、
岡
田
朗
社

長
か
ら
感
謝
状
と
金
一
封
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

ま
た
同
社
は
障
碍
者
の
作
品
を
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー

ト
に
印
刷
し
て
、
建
設
機
器
な
ど
に
貼
り
付
け
レ

ン
タ
ル
し
、
そ
の
利
益
を
還
元
す
る
「
ス
マ
イ
ル

あ
ー
と
」
う
ご
く
美
術
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス

タ
ー
ト
さ
れ
ま
す
。
当
機
構
の
作
品
も
建
築
現
場

で
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

作品贈呈式での大場
多知子さん（上左）
と岡田朗社長（上右）、
右は「スマイルあー
と」のシンボルイラ
スト

制作の様子を熱心に見学する参加者の皆さん


